
浜松市
Ｊ-クレジットの取組について

浜松市産業部林業振興課



浜松市の森林の特徴
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伊豆半島 1,421.24k㎡浜松市 1,558.11k㎡
（市町村別面積全国2位）

平成17年7月1日
12市町村合併

平成19年4月1日
政令指定都市移行

静岡県

＞

市域面積の66%にあたる1,030㎢が森林

日本三大人工美林

天竜美林

宝の山



浜松市の森林の特徴
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浜松市の森林の状況

出典／静岡県森林・林業統計要覧
（令和５年度版）

うち民有林の状況

出典／静岡県森林情報システム
（令和６年３月31日現在）

○ 浜松市の森林の特徴としては、私有林が多く、更に、非常に人工林が多い

○ 人工林については、スギ、ヒノキの面積が大部分を占める（スギ：62.5％、

ヒノキ：34.9％）

（単位：ha） （単位：ha）



浜松市におけるFSCの取得・推進
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・森林整備費用
(更なる間伐施業や森林作業道の補修、災害復旧等)
・今後のクレジット申請、販売管理に係る費用
・森林所有者への還元 などを予定

Ｊ－クレジット創出者

売上金の活用

Ｊ－クレジット購入者

〇市内企業を中心にJ-クレジット
を販売

〇 モデル地域にて、市内の民有林（私有林）を対象としたＪ－クレジットを創出

〇 天竜林材業振興協議会にてクレジットを創出・販売
〇 クレジットの売上金の一部活用により、更なる森林整備を促進

森林組合

〇天竜林材業振興協議会
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３森林組合が
プロジェクト実施者
・天竜森林組合
・春野森林組合
・龍山森林組合

天竜美林カーボンクレジット創出モデル事業【J-クレジット】



〇 プロジェクトの対象は全てＦＳＣ認証林
〇 天竜、春野、龍山森林組合がプロジェクトの実施者であり、クレジットの所有者
〇 天竜林材業振興協議会は共同実施者として申請
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クレジットの
発行時期

クレジットの
発行予定量（t-CO2)※

対象面積
（ha）※

プロジェクト実施者

R8末に発行予定

左記予定量のうち
1,578ｔ-CO2

3,54067.81天竜森林組合

4,43480.6春野森林組合

7,687118.59龍山森林組合

15,661267.00合計

【プロジェクトの詳細】

・森林の管理者（経営計画の樹立者）である森林組合がプロジェクトの
実施者
・協議会との共同でクレジットの創出・販売を行うことで、効率的な
クレジット創出を実現。販売時のスケールメリットも見込む。

天竜美林カーボンクレジット創出モデル事業の取組

●

● ●



実施者作業内容実施年度

森林組合

登録する森林経営計画、実施地の選定R５

過去の施業履歴（間伐、下刈り等）のとりまとめR５

森林所有者への説明及び承諾書のとりつけR５

プロジェクト実施地の巡視作業R６

市役所

三次元点群データの解析
（市内FSC認証林約２万haを対象）※

R５

申請書類作成、申請手続きR５～６

市内事業者を中心とした市場調査 ※R６

市と森林組合の共同

妥当性確認審査契約、審査対応R６

検証確認審査契約、審査対応R７

クレジットの販売スキームの構築 ※R７
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クレジット創出の体制（役割分担） 【J-クレジット】

※天竜美林カーボンオフセットモデル創出事業にて実施



〇モニタリング報告書作成、検証審査の実施により、クレジットを発行

〇市場調査結果を基に、クレジットの販売スキームを構築
・FSCの解像度を高め、分かりやすく購買層に伝えていくことが必要

・地域貢献、環境貢献に意識の高い企業を対象とした意向の聴取
・クレジット販売に併せた、森林体験や天竜材のPR等の手法検討

〇継続的にクレジットの創出・販売を行うことができる体制づくり
・森林組合等による持続可能な運営体制の構築、勉強会の実施、マニュアルの作成等

〇市内事業者へのクレジット活用機運の醸成
・カーボンニュートラル達成に向けた取組みの必要性、理解度の向上
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＜令和７年度の取組＞

＜令和８年度以降の取組＞

〇企業（市内外）へのクレジットの販売
〇企業側の森林貢献活動への支援（企業との連携）
○今後のＪ－クレジット創出への支援


